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ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない
場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

1:10 LVDS データ / クロック分配器

TRI-STATE® はナショナル セミコンダクターの登録商標です。

概要

DS90LV110 は、 LVDS (Low Voltage Differential Signaling) 技    
術を採用した、 低電力で高速動作の 1:10 データ / クロック分配
器です。 データ ・ パスは、 ノイズの発生とパルス幅歪みを抑え
るために、 入力から出力まですべて差動回路で構成されていま
す。 このような設計により、 1 つの入力ビットから 10 個の出力
ビットすべてへの接続が可能です。 また、 LVDS による入出力
により、 一対一接続で高速なデータ転送が可能になります。 こ
のデバイスは、 高速の差動 1:10 信号分配 / ファンアウトとして
使用でき、 信号品質の向上した高速リンク用にマルチドロップ・
バス・アプリケーションを置き換えられます。また、最高 400MHz
のクロック分配にも使用できます。

DS90LV110 は、 LVDS レベルまたは LVPECL レベルであれば
直接入力でき、 また PECL レベルの信号はアッテネータを介す
ることでインタフェース可能です。 

さらに、LVDS 出力は、イネーブル・ピンを用いて TRI-STATE®

状態にできます。

詳細は 「アプリケーション情報」 を参照してください。

特長

■ 800Mbps の低ジッタ完全差動データ ・ パス

■ 800Mbps における疑似ランダム・ビット列 PRBS ＝ 223 － 1
データ・パターンでのピーク・ツー・ピーク・ジッタ 145ps (typ)

■ ＋ 3.3V 単一電源

■ 消費電力 413mW (typ) 以下

■ 平衡出力インピーダンス

■ 出力チャネル間スキュー 35ps (typ)

■ 差動出力電圧 (VOD) は終端負荷 100Ω で 320mV (typ)

■ LVPECL 信号入力可能な LVDS レシーバ

■ 2.8ns (typ) の高速な伝搬遅延時間

■ ± 100mV 以下のレシーバ入力スレッショルド

■ 28 ピン TSSOP パッケージ

■ ANSI/TIA/EIA-644 の LVDS 規格に適合

ピン配置図

Order Number DS90LV110ATMT
See NS Package Number MTC28 

ブロック図

DS90LV110T
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本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

電気的特性 
特記のない限り、 推奨動作電源電圧および動作温度範囲に対して適用。

電源電圧 (VDD － VSS) － 0.3V ～＋ 4V

LVCMOS/LVTTL 入力電圧 (EN) － 0.3V ～ (VCC ＋ 0.3V)

LVDS レシーバ入力電圧 
(IN ＋、 IN － )

－ 0.3V ～＋ 4V

LVDS ドライバ出力電圧 
(OUT ＋、 OUT － )

－ 0.3V ～＋ 4V

最大接合部温度 ＋ 150 ℃

保存温度範囲 － 65 ℃～＋ 150 ℃

リード温度 

 ( ハンダ付け 4 秒 ) ＋ 260 ℃

最大パッケージ消費電力 (25 ℃ )
 28L TSSOP 2.115W

 パッケージ ・ ディレーティング

 28L TSSOP 16.9mW/ ℃
 ( ＋ 25 ℃を超えた場合 ) 

 θJA (4 層 2 オンス銅箔、 JEDEC)
 28L TSSOP 59.1 ℃ /Watt 

ESD 耐圧

 (HBM、 1.5kΩ、 100pF) ＞ 4kV

 (EIAJ、 0Ω、 200pF) ＞ 250V

最小値 標準値 最大値 単位

電源電圧 (VDD － VSS) 3.0 3.3 3.6 V

レシーバ入力電圧 0 VDD V

動作周囲温度 － 40 ＋ 25 ＋ 85 ℃
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電気的特性 ( つづき ) 
特記のない限り、 推奨動作電源電圧および動作温度範囲に対して適用。

Note 1: 「絶対最大定格」 とは、 この値を超えるとデバイスの安全を保証できない値のことです。 デバイスをこのリミット値で動作させることを意図しているわけ

ではありません。 デバイスの実際の動作条件は 「電気的特性」 の表に規定されています。

Note 2: すべての "typ" 値は、 特記のない限り VCC ＝＋ 3.3V、 TA ＝＋ 25 ℃のときです。

Note 3: VOS は (VOH ＋ VOL)/2 と定義されます。

Note 4: 一度に複数の出力を短絡しないでください。 パッケージの絶対最大定格を超えてはいけません。

AC 電気的特性 
特記のない限り、 推奨動作条件の電源電圧と動作周囲温度を対象。

Note 5: パラメータは設計によって保証されています。 リミット値は、 デバイス性能のばらつき範囲 ( 処理、 電圧、 温度 ) を含めた統計解析に基づいています。

Note 6: 測定に使用する機器は、 HP8133A ( パターン / パルス・ジェネレータ )、 5 フィートの RG-142 ケーブルと被測定デバイスのテスト・ボード、 HP83480A 
( デジタル ・ オシロスコープ ・ メインフレーム ) と HP83484A (50GHz スコープ ・ モジュール ) です。 HP8133A に RG-142 ケーブルを接続した場合、 

TDJ ＝ 26ps、 TRJ ＝ 1.3ps です。
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FIGURE 1.   Output active to TRI-STATE and TRI-STATE to active output time

FIGURE 2.   LVDS Driver TRI-STATE Circuit

FIGURE 3.   LVDS Output Load

FIGURE 4.   LVDS Output Transition Time
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AC タイミング図 ( つづき )

FIGURE 5.   Propagation Delay Low-to-High and High-to-Low

FIGURE 6.   Output 1 to 10 Channel-to-Channel Skew
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アプリケーション情報

入力フェイルセーフ

DS90LV110 のレシーバ入力は、 内部にフェイルセーフ ・ バイ
アス回路を持ちません。 一対一、 またはドライブ源が単一のマ
ルチドロップ ・ アプリケーションでは、 フェイルセーフ ・ バイアス
は必ずしも必要ではありません。 ドライバがオフの時、 リンクは
インアクティブとなります。 フェイルセーフ ・ バイアスが必要な時
は、 外付けの抵抗で実現できます。 IN ＋を VCC に 10kΩ で
プルアップし、 IN －を 10kΩ でグラウンドに接続します。 この
方法はリンクに対して若干の正の差動バイアスを与えることによ
り、 リンクを "High" レベルに確定でき、 波形に対する影響もわ
ずかです。 詳細についてはアプリケーション ・ ノート AN-1194
を参照してください。

LVDS 入力終端

LVDS レシーバ入力については、 可能な限り入力ピンの近くに
100Ω の終端抵抗を配置する必要があります。

使用しない制御ピン

EN の制御入力ピンはプルダウン回路を内蔵しています。 開放
にした場合、 10 の出力デフォルトは TRI-STATE となります。

出力ポート数の拡張

出力ポート数を拡張するには複数の DS90LV110 を用います。
最大の拡張数は、 複数のデバイス内を信号が通る際の伝搬遅
延時間の合計を考慮して決定します。 デバイスを追加すると、
各パスにより出力ジッタが増えます。

プリント基板のレイアウトと電源のバイパス

DS90LV110 を搭載するプリント基板は、デバイスに対してノイズ
のない電源を供給するように、 レイアウトと層構成を設計しなけ
ればなりません。 優れたレイアウトでは、 不必要にノイズを拾っ
たり帰還や干渉を最小にするために、 高い周波数の信号や高

レベルの入出力信号の分離を行います。 また、 4 ～ 10 ミル程
度の薄い誘電体材料を電源層とグラウンド層の間に挟むと、 電
源系の性能を大きく改善できる場合があります。 つまり、 この方
式によりプリント基板の電源層の容量が増えるため、 特に高周
波の電源ノイズに対するフィルタ特性を改善する効果があり、併
せて外付けバイパス・コンデンサの容量や配置に対する条件を
緩やかにします。 外付けバイパス ・ コンデンサは、 高周波セラ
ミック・コンデンサとタンタル電解コンデンサの両方を用いてくだ
さい。 高周波セラミック・コンデンサの値は、 0.01μF ～ 0.1μF
の範囲を使用します。 また、 タンタル ・ コンデンサの値は、
2.2μF ～ 10μF の範囲です。 タンタル ・ コンデンサの電圧定
格は、 使用する電源電圧の 5 倍以上にします。 DS90LV110 の
各電源ピンと高周波バイパス ・ コンデンサのハンダ ・ パターン
には、 2 つのビア ( スルーホール ) を設けることを推奨します。
ビアを 2 つにすると、電源またはグラウンドに対するインダクタン
ス成分が最高で 1/2 に低減されるため、 バイパス ・ コンデンサ
の実効周波数が向上します。

プリント基板の外層 ( 表面層 ) はグラウンド ・ パターンで満たし
てください。 そのような外層にすると、 信号間の分離とシールド
特性が改善され、 電源層間の容量も増えます。 効果を上げる
ためには当然のこととして、 外層のグラウンド ・ パターンをグラ
ウンド層に対して多くのスルーホールで接続する必要がありま
す。 まんべんなく設けたスルーホールにより、 電流リターン ・ パ
スが短くなるため信号歪みが減少し、 伝送ラインのシグナル ・
インテグリティ ( 信号品質 ) が改善されます。 外層では、 グラウ
ンド ・ パターンは信号またはハンダ ・ パッドに対して、 最も幅広
の配線パターンの幅か信号層と電源層またはグラウンド層との
層間距離の、 大きい方の間隔を空けなければなりません。 これ
により、 伝送ラインのインピーダンス効果を最小限に抑え、 部
品のハンダ ・ パッド近くでの好ましくない寄生容量を低減しま
す。

またほかにも、 LVDS 用のプリント基板を設計するときに従わな
ければならないガイドラインがあります。 それらの情報について
は、 アプリケーション ・ ノート AN-1108 を参照してください。

ピン名 ピン番号 入出力 説明

IN ＋ 1 I 非反転 LVDS 入力

IN － 1 I 反転 LVDS 入力

OUT ＋ 10 O 非反転 LVDS 出力

OUT － 10 O 反転 LVDS 出力

EN 1 I 開放の場合、 このピンには内蔵プルダウン抵抗があります。
このイネーブル ・ ピンを論理 Low にすると、 LVDS 出力はす
べて TRI-STATE となり、 消費電流が小さくなります。

VSS 3 P グラウンド ( すべてのグラウンド ・ ピンは同じ電源に接続する
必要があります )

VDD 2 P 電源 ( すべての電源ピンは同じ電源に接続する必要がありま
す )
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アプリケーション情報 ( つづき )

マルチドロップ ・ アプリケーション

一対一分配のアプリケーション

400Mbps を超えるデータ ・ レートでアプリケーションを動作させ
るときは、 一対一分配を使用する必要があります。 それによっ
て、 スタブのないプリント基板配線負荷により、 マルチドロップ・
アプリケーションよりも信号品質が向上します。 唯一の負荷は、

伝送ラインの離れた終端にあるレシーバのみです。一対一分配
のアプリケーションでは LVDS バス・ラインが広くなりますが、 信
号品質が向上するため、 データ ・ レートが 400Mbps をはるか
に上回るようになります。
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DS90LV110 は差動入力信号を使用でき、 AC 結合または DC
結合が簡単です。 DS90LV110 は入力コモンモードが広範囲の

ため、 あらゆる一般的な差動ドライバ (LVPECL、 LVDS、 CML)
と DC 結合できます。 次の 3 つの図は一般的な差動ドライバと
の DC 結合の代表例を示しています。 

Typical LVDS Driver DC-Coupled Interface to DS90LV110 Input

Typical CML Driver DC-Coupled Interface to DS90LV110 Input

Typical LVPECL Driver DC-Coupled Interface to DS90LV110 Input
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出力インタフェース

DS90LV110 は LVDS 規格に準拠した信号を出力します。 この
出力は一般的なほとんどの差動レシーバに DC 結合できます。
次の図は、 一般的な差動ドライバとの DC 結合の代表例を示し
ています。 ここではレシーバの入力インピーダンスが大きいと想

定しています。 ほとんどの差動ドライバのコモンモード入力の範
囲は LVDS 規格に準拠した入力信号に対応できますが、 推奨
のインタフェースを導入する前に、 個々のレシーバのデータ
シートをチェックするようにしてください。

Typical DS90LV110 Output DC-Coupled Interface to an LVDS, CML or LVPECL Receiver
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Output Voltage (VOD) vs. Resistive Load (RL)

Peak-to-Peak Output Jitter at VCM = +1.2V vs. VID

Peak-to-Peak Output Jitter at VCM = +0.4V vs. VID

Peak-to-Peak Output Jitter at VCM = +2.9V vs. VID
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

Order Number DS90LV110TMTC
 See NS Package Number MTC28 
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生命維持装置への使用について
ナシ ョナル セミ コンダクター社の製品は、 ナシ ョナル セミ コンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
こ こで、 生命維持装置またはシステムとは （a） 体内に外科的に使用されるこ とを意図されたもの、 または (b) 生命を維持あるいは
支持するものをいい、 ラベルによ り表示される使用法に従って適切に使用された場合に、 これの不具合が使用者に身体的障害を与
える と予想されるものをいいます。 重要な部品とは、 生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、 これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因とな りそれらの安全性や機能に影響を及ぼすこ とが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、 弊社ではその責を負いません。

また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承く ださい。

ナシ ョナル セミ コンダクター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料 （日本語 / 英語） はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュ メ ン トの内容はナシ ョナル セ ミ コンダク ター社製品の関連情報と して提供されます。 ナシ ョナル セ ミ コンダク ター社
は、 この発行物の内容の正確性または完全性について、 いかなる表明または保証もいたしません。 また、 仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。 このドキュ メン トはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、 付与するものではあ り ません。

試験や品質管理は、 ナシ ョナル セミ コンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。 政府が
課す要件によって指定される場合を除き、 各製品のすべてのパラ メータの試験を必ずしも実施するわけではあ り ません。 ナシ ョナ
ル セ ミ コンダク ター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナシ ョナル セ ミ コンダク ター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあ り ます。ナシ ョナル セ ミ コンダク ター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、 購入者は、 適切な設計、 試験、 および動作上の安全手段を講じなければなり ません。

それら製品の販売に関するナシ ョナル セ ミ コンダク ター社との取引条件で規定される場合を除き、ナシ ョナル セ ミ コンダク ター社
は一切の義務を負わないものと し、 また、 ナシ ョナル セ ミ コンダク ター社の製品の販売か使用、 またはその両方に関連する特定目
的への適合性、 商品の機能性、 ないしは特許、 著作権、 または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductor とナシ ョナル セミ コンダクターのロゴはナシ ョナル セミ コンダクター コーポレーシ ョ ンの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。

Copyright © 2009 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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